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第 2 章  松山市の地域特性 

自然的特性 

2.1.1 位置 

本市の位置は、図 2-1 に示すとおりです。 

本市は、愛媛県のほぼ中央にある松山平野に位置し、東は西日本の最高峰石鎚山のある

四国山地を背景とし、西は波静かな瀬戸内海に面しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 本市の位置 

資料：平成 30 年度版 松山市統計書 
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2.1.2 地形・地質 

本市は、北西部に多島美といわれる忽那諸島、市街地の東北部に高縄山系、東部に石鎚

山系が連なり、この両山系の間に石手川、重信川などによってできた扇状地、三角州の沖

積平野が広がります。地質上、中央構造線が東西に走っていることが特徴で、断層線の割

れ目の花崗岩から良質の温泉が湧き出ています。 

 

2.1.3 気候 

降水量及び平均気温は、図 2-2 に示すとおりです。 

本市の気候は、温暖な瀬戸内海式気候で、2000 年～2019 年の年平均気温は 16.8 度、

平均年間降水量は約 1,400mm、平均年間日照時間は 2,030 時間です。降水量は少なめ

で、積雪もごく少量、台風の通過も太平洋側の地域に比べれば少なく、穏やかで恵まれた

気候条件です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 降水量及び平均気温 

資料：気象庁ホームページ（気温・降水量 2000～2019 年） 
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(1) 年平均気温  

年平均気温の推移は、図 2-3 に示すとおりです。 

1918 年から 2018 年までのデータを基にした長期的な変化傾向を見ると、100 年で

約２℃の上昇傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 年平均気温の推移 

資料：気象庁ホームページ（気温 1918～2018 年） 

 

 

(2) １日当たりの最大降水量 

１日当たりの最大降水量の推移は、図 2-4 に示すとおりです。 

1918 年から 2018 年までのデータを基にした長期的な推移を見ると、100 年で約

17mm の増加傾向にあり、特に近年は、１日当たりの最大降水量が 150mm を超える年

が頻発しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 １日当たりの最大降水量の推移 

資料：気象庁ホームページ（降水量 1918～2018 年） 
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2.2 社会的特性 

2.2.1 人口・世帯数 

人口・世帯数の推移は、図 2-5 に示すとおりです。 

平成 30 年 10 月の推計人口は 510,963 人、世帯数は 234,885 戸で、一世帯当たり

の人数は 2.18 人です。平成 21 年に比べ、人口が 0.9％減少、世帯数が 4.1％増加して

います。人口及び一世帯当たりの人数は、平成 22 年をピークに減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 人口・世帯数の推移 

資料：平成 30 年度版 松山市統計書  

 

世帯人員別世帯数の推移は、図 2-6 に示すとおりです。 

世帯人員別世帯数の割合は、平成 12 年から平成 27 年にかけて、１人世帯と２人世帯

の割合が増加し、３～５人世帯と６人以上世帯の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 世帯人員別世帯数の推移 

資料：統計からみた市町のすがた、平成 27 年国勢調査 
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2.2.2 産業 

産業別事業所数の割合は、図 2-7 に示すとおりです。 

平成 28 年の事業所数は 21,001 箇所であり、第３次産業が 86.7％と大部分を占め、

次いで第２次産業 13.0％、第１次産業 0.3％となっています。第３次産業の中では、「そ

の他」を除くと「卸売業、小売業」が 30.3％で最も多く、次いで「宿泊業、飲食サービス

業」14.8％、「生活関連サービス業、娯楽業」11.4％となっています。第２次産業の中で

は、建設業が 66.0％と最も多く、次いで製造業が 34.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 産業別事業所数の割合 

資料：平成 30 年度版 松山市統計書 
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2.2.3 温室効果ガス排出量 

温室効果ガス排出量の推移は、図 2-8 に示すとおりです。 

平成 29 年度の温室効果ガス排出量は、約 4,813 千 t-CO2 となっており、平成 25 年

度と比較すると、13.2％減少していますが、平成 27 年度以降はほぼ横ばいで推移してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 温室効果ガス排出量の推移 

資料：松山市環境モデル都市行動計画 

 

2.2.4 土地利用 

土地利用の状況は、図 2-9 に示すとおりです。 

平成 30 年度の地目別土地利用をみると、山林が 38.7％と最も大きく、次いで畑 22.9％、

宅地 21.5％、田 11.9％となっています。 
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図 2-9 土地利用の状況 

資料：平成 30 年度版 松山市統計書 
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2.2.5 将来都市像 

本市の将来計画として、「第６次 松山市総合計画」の中で以下の基本構想の体系が示

されています。本市は将来都市像を「人が集い 笑顔広がる 幸せ実感都市 まつやま」

としています。 

 


